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 資料編 

１ 計画の策定体制 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 計画策定に関わる会議の開催経過 

月日 会議・協議事項等 

令和６年６月28日 

第１回こども計画策定委員会 

・沼津市こども計画の概要等について 

・策定スケジュールについて 

令和６年８月29日 

第２回こども計画策定委員会 

・沼津市の子ども・子育て、若者を取り巻く環境について 

・沼津市こども計画の骨子案について 

令和６年９月３日 

第１回こども計画策定懇話会 

・沼津市こども計画の概要等について 

・沼津市の子ども・子育て、若者を取り巻く環境について 

・沼津市こども計画の骨子案について 

・策定スケジュールについて 

令和６年10月 10日 

第３回こども計画策定委員会 

・沼津市こども計画の素案について 

・「沼津市こども計画」施策の確認について 

令和６年10月 16日 
第２回こども計画策定懇話会・第１回こども・子育て会議 

・沼津市こども計画の素案について 

令和６年11月 13日 
第４回こども計画策定委員会 

・沼津市こども計画の素案について 

令和６年11月 20日 
第３回こども計画策定懇話会・第２回こども・子育て会議 

・沼津市こども計画の素案について 
  

沼津市こども計画策定委員会 

【委員数】19名 

【構成】 

委 員 長：副市長 

副委員長：市民福祉部長、教育次長 

委  員：関係課長等 

【所掌事務】 

・計画の策定に係る調査研究、協議 

・その他計画策定に必要な事項 

沼津市こども計画策定懇話会 

【委員数】20人以内 

【構成】 

 こどもの保護者、学識経験者、事業従事

者、労働者代表、公募市民 

【所掌事務】 

 ・計画案の内容協議 

 ・策定委員会への意見提言 

計画案の 

提示 

意見 

・提言 

事務局 

市民福祉部 福祉事務所 

こども未来創造課 
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３ 用語解説 

 

用語 概要 

アセスメント 対象を客観的に評価・分析すること。 

核家族 夫婦とその未婚の子どもで構成される家族のこと。ただし夫婦のみ

の世帯や一人親も含まれる。都市化や高度経済成長とともに、３世代

同居などの大家族世帯が減少し、核家族化が進行したと言われる。 

確保の方策 教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の「量の見込み（ニー

ズ量）」に対する提供体制の確保の内容。 

こども家庭センター 全ての妊産婦、子育て世帯、こどもへ一体的に相談支援を行う機能

を有する機関。妊娠届から妊産婦支援、子育てやこどもに関する相談

を受けて支援をつなぐためのマネジメント（サポートプランの作成）

等を担う。 

次世代育成支援対

策推進法 

平成 15 年（2003）７月に公布された法律で、各地方公共団体にお

いては、「地域における子育て支援の充実」等を図るための地域行動

計画の策定を、常時雇用する労働者が 101 人以上の企業においては

「企業における働き方の見直し」等を推進するための一般事業主行動

計画の策定を義務づけている。 

児童委員 児童福祉法に基づき、市町村に置かれる民間の奉仕者。児童委員

は、県知事の指揮監督を受け、市町村の担当区域において児童及び妊

産婦の生活及び環境の状況を把握し、その保護、保健その他福祉に関

し、必要な情報の提供その他の援助及び指導を行う。民生委員がこれ

に充てられる。 

スクールカウンセ

ラー 

教育機関において心理相談業務に従事する心理職専門家の職業名、

および当該の任に就く者のこと。学校において、不登校や問題行動な

どに対応するため、相談業務や心理専門の仕事を行う。 

スクールソーシャ

ルワーカー 

福祉に関して専門的な知識・技術を有するとともに、過去に教育や

福祉の分野において、活動経験の実績等がある者のこと（社会福祉

士、精神保健福祉士等）。学校において、児童生徒の福祉に関する支

援を行う。 

待機児童 保育の必要性の認定（２号又は３号）がされ、特定教育・保育施設

等の利用の申込がされているが、利用していない児童。ただし、他に

利用可能な特定教育・保育施設等があるにも関わらず、特定の保育所

等を希望し、保護者の私的理由により待機している場合は除く。 

男女共同参画 

（社会） 

「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会の

あらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が

均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することがで

き、かつ、共に責任を担うべき社会」（男女共同参画社会基本法第２

条） 
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用語 概要 

認可保育所 保育室の面積、保育士等の職員数、給食設備、防災管理、衛生管理

など国が定めた設置基準を満たし、都道府県知事に認可された保育

所。児童福祉法上の保育所に該当しない保育施設を、認可外保育施

設、無認可保育所と呼び区別される。 

放課後児童クラブ 保護者が就労や病気などの理由により、放課後家にいない家庭の児

童の健全育成を図るために、放課後の一定時間預かる施設。沼津市が

設置し、地域に設置された運営委員会により運営されている。 

民生委員 民生委員法に基づき、市町村に置かれる民間の奉仕者。社会奉仕の

精神をもって、常に住民の立場に立って相談に応じ、及び必要な援助

を行い、もって社会福祉の増進に努めるものとする。（民生委員法第

１条）。なお、民生委員は児童福祉法の「児童委員」を兼ねる。 

ヤングケアラー 家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認めら

れる子ども・若者。 

余裕教室 児童・生徒の減少に伴い、「将来とも恒久的に余裕となると見込ま

れる普通教室」。 

ユニバーサルデザ

イン 

文化・言語・国籍の違い、老若男女といった差異、障害・能力の如

何を問わずに利用することができる施設・製品・情報の設計（デザイ

ン）をいう。 

ロールプレイ 実際の場面を想定し、自分の役割を演じて学ぶ方法。 

ワーク・ライフ・

バランス 

「仕事と生活の調和」と訳され、「国民一人ひとりがやりがいや充

実感を持ちながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域

生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応

じて多様な生き方が選択・実現できる」ことを指す。 
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